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　福井しあわせ元気国体ホッケー競技少年男
子の、岩手（選抜）と富山（石動高）の試合を応
援していた時のことです。自分のゴール前か
ら相手陣にボールを戻そうとした富山チーム
の選手の打球が、短かったのです。私には、彼
のミスとしか見えませんでした。思わず「ラッ
キー」という言葉が口から出てしまったのです。

　スタンドでは、ご家族の方々をはじめ岩手を
応援している方々がたくさんいらっしゃいま
した。その中のお一人、たぶん選手のお母さん
の言葉が耳に入ったのです。
「ナイスプレッシャー！
〇〇君が、遠くからでもあきらめずにプレッ
シャーをかけ続けたから、相手の選手がうま
く処理できなかったんだ。
〇〇君、ナイスプレー！」

　確かに、多くの選手が自陣に戻ろうとする
中、相手に向かっていった選手がいました。応
援席の女性は、自分の子どもでは無いその選手
のプレーをほめていたのです。
　自分の言葉を恥じるとともに、取り巻く方々
も含めた岩手のホッケーのレベルの高さを再
認識しました。

　さて、第 73 回国民体育大会（福井しあわせ元
気国体）を振り返ってみます。
　天皇杯（男女総合）順位の目標を「20 位台、
東北トップ」として臨みました。結果は、天皇

杯 24 位、東北最高順位（宮城 30 位、山形 34 位、
秋田 38 位、青森 42 位、福島 44 位）という成績
で目標を達成し、優勝も昨年を上回る７競技
11 種目（昨年８競技８）と嬉しい報告をお届け
することができました。
　これは、選手・監督、トレーナーなどの皆さ
んの努力の成果であり、応援してくださった県
民の皆さまのご支援の賜物であると感謝して
おります。
　しかし、天皇杯得点は昨年から 186.5 点減、
率にして昨年比 83％（939.5/1,126.0）と大幅に
落としており、競技力の低下は否めません。

　地元国体から２回の国体を経過しました。そ
の間の国体入賞状況から競技団体の状況が見
えてきたように思います。
　具体的には、強化体制が整備された団体と、
岩手国体での成果が一過性だった団体の二つ
です。岩手国体以前には連続入賞がないもの
の、岩手、愛媛、福井と３年連続入賞を果たし
ている競技は、国体を契機とした選手強化の体
制が整ったととらえています。
　一方、岩手、愛媛での連続入賞が途切れた競
技もあり、国体に向けた一時的な強化体制から
抜けだすことができなかったのではないかと
みています。
　次の 50 年後のイベントを待つのではなく、
ホッケーのような応援ができる体制を目指し、
次の 50 年間を見据えて動き始めたいものです。
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